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高市自民党政務調査会長と政策協定締結
（左から　中川委員長、高市政務調査会長、今村副委員長）

　中川日医連委員長は、10月13日、第49回衆議院総選挙に
おける政策協定を高市自民党政務調査会長と結んだ。

中
川
俊
男
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

は
、
今
村
聡
、
松
原
謙
二
、
猪
口
雄

二
各
副
委
員
長
と
と
も
に
、
十
月
十

二
日
に
厚
生
労
働
省
で
後
藤
茂
之
厚

生
労
働
大
臣
と
、
翌
十
三
日
に
中
央

合
同
庁
舎
で
山
際
大
志
郞
経
済
再
生

担
当
大
臣
、
堀
内
詔
子
ワ
ク
チ
ン
接

種
推
進
担
当
大
臣
と
相
次
い
で
初
会

談
を
行
っ
た
。

十
二
日
の
後
藤
大
臣
と
の
会
談
で

は
、
中
川
委
員
長
は
、
大
臣
就
任
へ

回
、
日
医
連
は
、
総
数
二
百
九
十
名

の
候
補
者
を
推
薦
、
全
国
の
医
師
連

盟
が
一
致
団
結
し
て
支
援
し
、
二
百

五
十
四
名
が
当
選
の
栄
冠
を
勝
ち
取

っ
た
。
ま
た
、
医
師
資
格
を
有
す
る

候
補
者
は
三
十
名
で
、
そ
の
う
ち
十

二
名
が
当
選
を
果
た
し
た
。

医
師
で
前
職
の
安
藤
高
夫
氏
（
自

民
、
東
京
９
）、
小
松
裕
氏
（
自
民
、

東
京
比
）、
大
隈
和
英
氏
（
自
民
、

大
阪
10
）
ら
十
八
名
は
涙
を
飲
む
結

果
と
な
っ
た
。
医
師
資
格
を
有
す
る

国
会
議
員
は
参
議
院
の
十
名
と
合
わ

医師衆議院議員
（敬称略、政党別、五十音・当選回数順）

氏名 政党 選挙区 当選回数

1 今枝宗一郎 自民 愛知14 4回

2 新谷　正義 自民 広島４ 4回

3 三ツ林裕巳 自民 埼玉14 4回

4 国光あやの 自民 茨城6 2回

5 松本　尚 自民 千葉13 1回

6 阿部　知子 立憲 神奈川12 8回

7 中島　克仁 立憲 比例南関東 4回

8 吉田　統彦 立憲 比例東海 3回

9 伊東　信久 維新 大阪19 3回

10 阿部　弘樹 維新 福岡4 1回

11 仁木　博文 無 徳島1 2回

12 米山　隆一 無 新潟5 1回

中
川
日
医
連
委
員
長

 

後
藤
厚
労
大
臣
、
山
際
経
済
再
生
担
当
大
臣
、

  
堀
内
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当
大
臣
と
初
会
談

 

日
医
連
、自
由
民
主
党
と
の

　
　
　
　
　
　
　

  

　政
策
協
定
を
締
結

第
49
回
衆
議
院
総
選
挙

高市自民党政務調査会長と会談

中
川
俊
男
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

は
、今
村
聡
同
副
委
員
長
と
と
も
に
、

十
月
十
三
日
、
自
民
党
本
部
を
訪
問

し
、
自
民
党
の
政
策
、
公
約
の
責
任

者
で
あ
る
高
市
早
苗
政
務
調
査
会
長

と
衆
議
院
総
選
挙
に
向
け
て
の
政
策

協
定
に
つ
い
て
話
し
合
い
と
、
最
終

的
な
確
認
を
行
っ
た
。
締
結
し
た
政

策
協
定
は
、「
自
民
党
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け

る
有
事
の
医
療
と
、
通
常
の
診
療
を

中
心
と
し
た
平
時
の
医
療
を
車
の
両

輪
と
し
て
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を

守
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
等
、

一
日
も
早
い
収
束
に
向
け
て
、
全
力

を
挙
げ
て
対
応
す
る
」等
を
は
じ
め
、

四
項
目
に
つ
い
て
そ
の
政
策
を
鋭
意

実
現
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、「
日

医
連
は
、
自
由
民
主
党
補
者
の
当
選

に
向
け
て
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む

も
の
と
す
る
」と
い
う
内
容
で
あ
る
。

第
49
回
衆
議
院
総
選
挙 

医
師
12
名
当
選

十
月
三
十
一
日
投
開
票
の
第
四
十

九
回
衆
議
院
総
選
挙
に
お
い
て
、
今

中川委員長（中央）が林幹雄自民党幹事長
代理の選挙事務所を訪問

せ
て
二
十
二
名
と
な
っ
た
。（

２
面
へ
）



［第三種郵便物認可］ 日 本 医 師 連 盟 ニ ュ ー ス 令和3年10月25日　第132号　（2）

の
祝
意
を
伝
え
た
う
え
で
、
仮
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
六

波
が
到
来
し
た
場
合
の
医
療
提
供
体

制
に
つ
い
て
、
万
全
な
体
制
を
取
れ

る
よ
う
、
日
本
医
師
会
と
厚
労
省
と

が
引
き
続
き
、
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
向
け
確
保
病
床
が
空
床
時
の
取

り
扱
い
等
に
つ
い
て
、
三
副
委
員
長

を
交
え
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
中

川
委
員
長
は
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら

「
新
興
感
染
症
対
策
」
が
新
た
に
追

加
さ
れ
、「
五
疾
病
・
六
事
業
」
と

な
る
医
療
計
画
の
見
直
し
に
当
た

り
、
必
要
な
施
策
に
関
す
る
検
討
を

前
倒
し
で
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

十
三
日
の
山
際
大
臣
と
の
会
談
で

は
、
中
川
委
員
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

新
規
感
染
者
が
急
減
し
て
い
る
状
況

に
触
れ
、「
新
規
感
染
者
の
減
少
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
だ
け
が
そ
の
要

因
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
そ
の
他
の

要
因
が
不
明
の
ま

ま
で
は
、
増
加
に

転
じ
た
時
に
有
効

な
対
策
が
取
れ
な

い
の
で
は
な
い

か
」と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
の

状
況
が
続
く
こ
と

で
国
民
の
間
に
感

染
対
策
の
緩
み
が

生
じ
、
新
規
感
染

者
が
増
加
に
転
じ

た
場
合
、
緊
急
事

態
宣
言
等
、
強
力

な
対
策
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
国

民
か
ら
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を
示
し

た
。
今
村
、
猪
口
両
副
委
員
長
は
、

コ
ロ
ナ
と
の
共
生
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
用
経
口
薬
の
国

内
で
の
開
発
と
、
国
産
治
療
薬
が
適

正
な
価
格
で
供
給
さ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
堀
内
大
臣
と

の
会
談
で
は
、
中
川
委
員
長
は
、
一

日
百
万
回
の
接
種
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、「
全
国
の
医
師

会
、
医
師
会
員
が
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
だ
結
果
、
百
万
回
を
大
き
く

上
回
る
回
数
を
達
成
し
た
日
も
あ
っ

た
。
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
が
接

種
率
向
上
の
推
進
力
と
な
っ
た
」
と

説
明
し
た
。
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
当
た
っ
て
は
個
別
接
種
を
軸
に

進
め
る
こ
と
、
医
療
従
事
者
へ
の
接

種
を
先
行
し
て
進
め
る
こ
と
な
ど
を

要
望
し
た
。
ま
た
、
松
原
副
委
員
長

は
、
希
望
者
全
体
に
行
き
渡
る
だ
け

の
ワ
ク
チ
ン
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
を
要
望
し
た
。

後藤厚生労働大臣（左から　松原副委員長、中川委員長、
後藤厚生労働大臣、今村副委員長、猪口副委員長）山際経済再生担当大臣（中央）

堀内ワクチン接種推進担当大臣（中央）

日
医
連
は
、
来
年
度
に
向
け
た
医

療
に
関
す
る
税
制
要
望
活
動
を
八
月

か
ら
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
要
望
事

項
は
、「
医
業
経
営
」
五
項
目
、「
勤

務
環
境
」
一
項
目
、「
健
康
予
防
」

二
項
目
、「
医
療
施
設
・
設
備
」
五

項
目
、「
そ
の
他
」
五
項
目
の
計
十

八
項
目
（
百
三
十
一
号
に
全
文
を
掲

載
）
で
あ
る
。

九
月
一
日
、
政
策
担
当
の
猪
口
雄

二
日
本
医
師
連
盟
副
委
員
長
は
、
税

制
担
当
の
宮
川
政
昭
同
常
任
執
行
委

員
と
と
も
に
参
議
院
議
員
会
館
を
訪

問
し
、
宮
沢
洋
一
自
民
党
税
制
調
査

会
小
委
員
長
と
会
談
、
同
月
三
日
、

今
度
は
衆
議
院
議
員
会
館
を
訪
問

し
、
野
田
毅
自
民
党
税
制
調
査
会
最

高
顧
問
と
会
談
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
医

師
会
の
要
望
内
容

に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
宮
沢
自

民
党
税
制
調
査
会

小
委
員
長
、
野
田

自
民
党
税
制
調
査

会
最
高
顧
問
は
と

も
に
、
日
医
連
役

員
の
説
明
に
概
ね

理
解
を
示
し
た
。

さ
ら
に
宮
川
常

任
執
行
委
員
は
衆

議
院
議
員
会
館
を

訪
問
し
、
十
月
四

日
に
国
光
あ
や
の

衆
議
院
議
員
、
同

月
十
一
日
に
新
谷

正
義
衆
議
院
議
員
、
今
枝
宗
一
郎
衆

議
院
議
員
と
会
談
し
、
要
望
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
各
議
員
と
も

に
、
宮
川
常
任
執
行
委
員
の
説
明
に

概
ね
理
解
を
示
し
た
。

今
後
は
衆
議
院
総
選
挙
後
の
十
一

月
か
ら
、
自
民
党
税
制
調
査
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
議
員
に
対
す
る
要

望
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
く
予
定
。

今枝衆議院議員（左）に要望書を手交する宮川常任執行委員

十
月
八
日
、
自
民
党
の
総
務
会
が

開
催
さ
れ
、
自
見
は
な
こ
参
議
院
議

員
を
自
民
党
の
女
性
局
長
に
充
て
る

こ
と
な
ど
の
人
事
案
が
承
認
さ
れ

た
。自

民
党
女
性
局
は
、
こ
れ
ま
で
、

（
一
）
女
性
の
健
康
対
策
の
法
案
化

に
向
け
た
取
り
組
み
、（
二
）
児
童

虐
待
防
止
活
動
、（
三
）
女
性
や
生

活
者
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
・
減
災

対
策
な
ど
の
政
策
活
動
を
実
施
。
そ

の
他
、
全
国
各
地
に
自
民
党
議
員
が

出
向
き
、
女
性
向
け
の
勉
強
会
や
対

話
集
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

第
九
十
四
代
女
性
局
長
に
就
任
が

決
ま
っ
た
自
見
議
員
は
、「
思
い
も

よ
ら
ぬ
大
役
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

自民党女性局長に就任した
自見参議院議員

医
師
連
盟
の
先
生

方
に
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ

れ
ま
で
の
政
治
活

動
が
自
民
党
に
評

価
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
」
と

し
て
謝
意
を
示
し
、「
地
域
の
先
生

方
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
今
後

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
ま
た
、
次
期
参

議
院
選
挙
に
向
け
て
は
、「
昨
年
九

月
に
日
医
連
組
織
内
候
補
と
し
て
推

薦
さ
れ
て
以
降
、
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」と
要
請
し
た
。

自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

 
日
医
連
組
織
内
候
補
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　初
の
自
民
党
女
性
局
長
に
就
任

宮沢自民党税制調査会小委員長〔参議院議員（中央）〕

（
１
面
よ
り
）
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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
般
の
衆
議
院

議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

巡
っ
て
は
、
九
月
末
で
全
国
で
の
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
十
月
の

時
点
で
国
民
の
六
割
超
が
二
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
る
な
ど
、
医

療
現
場
を
担
う
先
生
方
の
献
身
的
な

ご
尽
力
の
甲
斐
あ
っ
て
い
っ
た
ん
は

小
康
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間

に
、
し
っ
か
り
と
医
療
提
供
体
制
を

整
え
、
冬
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、初
・

再
診
五
点
な
ど
の
特
例
措
置
が
九
月

末
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染

症
対
策
に
要
す
る
か
か
り
増
し
経
費

の
補
助
、
発
熱
患
者
へ
の
対
応
や
コ

ロ
ナ
患
者
を
診
る
場
合
の
診
療
報
酬

上
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
十
月
以
降

新
た
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
小
児
外
来
に
お
け
る
特

例
に
つ
い
て
は
、
医
科
五
十
点
、
歯

科
二
十
八
点
、
調
剤
六
点
と
し
て
当

初
の
と
お
り
継
続
と
な
り
ま
し
た

（
二
〇
二
二
年
三
月
ま
で
）。

現
在
、岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、

後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大
臣
の
新
体
制

の
も
と
、
政
府
で
は
病
床
や
医
療
人

材
の
確
保
の
ほ
か
、
自
宅
療
養
に
対

応
で
き
る
体
制
整
備
な
ど
と
い
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
全
体

像
を
策
定
中
で
す
。
現
場
の
実
情
を

反
映
し
た
施
策
が
適
切
に
と
ら
れ
る

よ
う
、
先
生
方
の
お
声
を
国
に
届
け

て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

自
由
民
主
党
女
性
局
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た

十
月
八
日
、
岸
田
自
民
党
総
裁
の

も
と
、
第
九
十
四
代
女
性
局
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
自
民
党
女
性
局

は
、
昭
和
三
十
年
の
自
民
党
立
党
と

と
も
に
前
身
と
な
る
婦
人
局
が
誕
生

し
て
以
来
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

で
政
治
・
政
策
を
考
え
、女
性
活
躍
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
政
策
活
動
や
、

全
国
各
地
で
女
性
向
け
の
勉
強
会
や

対
話
集
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
近
年
女
性
局
が
取
り
組
ん
で
き

た
、
児
童
虐
待
防
止
活
動
、
子
ど
も

子
育
て
政
策
、
女
性
の
健
康
問
題
、

防
災
減
災
対
策
等
へ
の
さ
ら
な
る
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
国
民
の
関

心
が
よ
り
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
全
国
の
女
性
局
組
織
の
皆
さ
ま

と
の
対
話
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
課

題
を
深
掘
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新

興
感
染
症
対
策
や
女
性
の
視
点
か
ら

み
る
地
域
の
課
題
等
、
昨
今
の
新
し

い
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。ま

た
、
岸
田
政
権

と
し
て
初
の
国
政
選

挙
と
な
っ
た
静
岡
県

と
山
口
県
で
の
参
議

院
補
欠
選
挙
を
皮
切

り
に
、
衆
議
院
議
員

選
挙
、
私
自
身
が
候

補
者
と
し
て
臨
む
来

年
七
月
の
参
議
院
議

員
選
挙
、
さ
ら
に
は

各
地
の
地
方
議
会
選

挙
、首
長
選
挙
な
ど
、

女
性
局
長
と
し
て
全

国
の
医
師
連
盟
の
先

生
方
と
緊
密
に
連
携

し
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨

再
開
へ
大
き
く
前
進

八
月
三
十
日
、「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
積
極
的
勧
奨
再
開
を
目
指
す
議

員
連
盟
」（
会
長
：
細
田
博
之
衆
議

院
議
員
、事
務
局
長
：
自
見
は
な
こ
）

と
し
て
、
加
藤
勝
信
内
閣
官
房
長
官

と
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
（
と
も

に
当
時
）
へ
の
要
望
申
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
受
賞
者
で
あ
る
本
庶
佑
京
都
大
学

名
誉
教
授
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
要
望

の
申
入
れ
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
先

進
国
の
な
か
で
日
本
だ
け
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
藤
官
房
長
官

か
ら
は
、
科
学
的
事
実
を
踏
ま
え
て

議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
る
旨
の
ご

発
言
を
、
田
村
大
臣
か
ら
は
、
積
極

的
勧
奨
再
開
に
向
け
た
検
討
が
動
い

て
い
な
い
現
状
を
見
直
す
こ
と
に
つ

い
て
前
向
き
な
ご
発
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

田
村
大
臣
は
、
要
望
翌
日
の
八
月

三
十
一
日
、
積
極
的
勧
奨
再
開
に
つ

い
て
審
議
会
に
諮
る
旨
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

九
月
十
六
日
に
は
、
参
議
院
厚
生

労
働
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、
積
極

的
勧
奨
再
開
に
向
け
た
議
論
に
臨
ま

れ
る
田
村
大
臣
の
意
気
込
み
を
伺

い
、「
審
議
会
で
し
っ
か
り
と
議
論

し
た
う
え
で
判
断
す
る
」
と
力
強
い

決
意
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
村
大
臣
は
、
翌
九
月
十
七
日
の
閣

議
後
記
者
会
見
で
「
十
月
中
の
早
い

時
期
に
審
議
を
始
め
た
い
」、「
来
年

度
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
、
二
〇
二
二

年
度
の
再
開
も
視
野
に
審
議
会
で
議

論
す
る
意
向
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
十
月
一
日
開
催

の
厚
生
科
学
審
議
会 

（
予
防
接
種
・

ワ
ク
チ
ン
分
科
会 

副
反
応
検
討
部

会
）
に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
勧
奨
再
開
に
つ
い
て
検
討
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
二
日
、
議
員
連
盟
の
第
九

回
総
会
を
開
催
。厚
生
労
働
省
か
ら
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
・
有
効

性
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
集
積
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
生
じ
た
症
状
に
苦
し
ん

で
い
る
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を

踏
ま
え
て
、
積
極
的
勧
奨
再
開
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
旨
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
関
連
業
務
も

山
積
す
る
な
か
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
施
策
を
進
め
る
た
め
、

医
系
技
官
の
募
集
に
関
す
る
案
内
も

あ
り
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）、
私
か

ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
日
本

小
児
科
学
会
や
日
本
産
婦
人
科
医
会

の
先
生
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働
副

大
臣
在
任
中
に
議
員
連
盟
の
役
職
か

ら
離
れ
ら
れ
て
い
た
三
原
じ
ゅ
ん
子

参
議
院
議
員
の
議
員
連
盟
幹
事
長
再

任
と
、
厚
生
労
働
大
臣
を
退
任
さ
れ

た
田
村
衆
議
院
議
員
の
顧
問
就
任
も

決
ま
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
積
極
的
勧
奨
再
開
に

向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

「
こ
ど
も
庁
」
創
設
に
向
け
て

二
〇
二
一
年
二
月
二
日
に
「Chil-

dren First

の
子
ど
も
行
政
の
あ
り

方
勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
て
以
来
、

四
百
名
を
超
え
る
自
民
党
地
方
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
に
も
政
策
議
論
に
参

画
し
て
い
た
だ
き
つ
つ「
こ
ど
も
庁
」

創
設
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
ま
す
。

勉
強
会
で
二
度
の
提
言
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
党
、
政
府
に
働
き
か
け
た

結
果
、
六
月
十
八
日
閣
議
決
定
の
骨

太
の
方
針
に
「
早
急
に
検
討
に
着
手

す
る
」
と
盛
り
込
ま
れ
、
七
月
七
日

に
内
閣
官
房
長
官
の
も
と
に
「
こ
ど

も
政
策
の
推
進
に
係
る
作
業
部
会
」

10月13日　自民党女性局の衆議院選挙に向けた決起大会

西銘恒三郎候補の応援（沖縄県）沖縄県医師連盟の安里哲好委員長とともに

厚生労働省における医系
技官の人事交流につい
て（お願い）

森下千里候補の応援（宮城県）

勝目やすし候補の応援（京都）京都府医師連盟の松井道宣委員長とともに

（
４
面
へ
）
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

埼玉県医師会金井忠男会長・古川俊治参議院議員と
の鼎談

奈良県医師会安東範明会長と面談

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
連
載
の
機
会

を
い
た
だ
き
日
本
医
師
連
盟
の
委
員

長
・
会
員
そ
し
て
ご
関
係
の
皆
さ
ま

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
会
で
は
岸
田
文
雄
自
由
民
主
党

総
裁
が
第
百
代
の
内
閣
総
理
大
臣
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
十
月
十
四
日
に

衆
議
院
を
解
散
し
十
月
三
十
一
日
投

開
票
で
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。

解
散
を
目
前
に
し
た
十
月
十
一
日

に
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分

科
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
財
務
省

か
ら
出
さ
れ
た
資
料
を
基
に
、「
コ

ロ
ナ
補
助
金
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
対
応

病
院
が
六
・
六
億
円
の
黒
字
収
入
で

あ
っ
た
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

直
前
の
二
十
年
度
は
平
均
で
一
施

設
当
た
り
三
・
五
億
円
の
マ
イ
ナ
ス

で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
補
助
金
の
目

的
は
、
緊
急
体
制
整
備
と
患
者
受
入

れ
体
制
強
化
、
新
規
雇
用
な
ど
の
人

員
確
保
を
は
か
る
こ
と
が
主
体
で
あ

り
、
単
純
に
儲
か
っ
た
よ
う
な
印
象

を
与
え
る
報
道
の
あ
り
方
に
は
憤
り

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
報
道
の
奥
に

診
療
報
酬
改
定
が
見
え
隠
れ
し
、
診

療
報
酬
を
上
げ
る
と
い
う
議
論
に
さ

せ
な
い
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
政
府
の
財
政
論
に
よ
る

医
療
費
抑
制
・
削
減
政
策
に
よ
っ

て
、
地
域
医
療
は
疲
弊
し
て
お
り
、

病
院
経
営
は
ど
こ
も
ギ
リ
ギ
リ
の
財

政
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
公
立
病
院

と
違
い
、
公
金
か
ら
財
政
補
填
の
な

い
民
間
病
院
は
何
年
間
も
マ
イ
ナ
ス

経
営
で
あ
り
ま
し
た
。
人
件
費
を
削

り
、
本
来
必
要
で
あ
る
医
療
機
器
へ

の
投
資
な
ど
を
先
延
ば
し
に
し
て
何

と
か
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
存
続

し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

仮
に
、
補
助
金
に
よ
る
黒
字
化
で

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
医

療
政
策
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
過
不
足
な
い
医
療
提
供
体
制
の

確
保
は
患
者
・
国
民
の
安
心
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
国
や
地
方
自
治
体
の

責
務
で
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

岸
田
総
理
が
「
社
会
の
基
盤
を
支

え
る
現
場
で
働
く
方
々
の
所
得
向

上
」
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
医
療
従

事
者
の
所
得
は
診
療
報
酬
の
な
か
に

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
診
療
報

酬
に
は
治
療
を
行
う
技
術
料
だ
け
で

な
く
、
病
院
の
維
持
管
理
費
や
医
療

機
器
の
リ
ー
ス
代
・
購
入
費
・
管
理

費
・
材
料
費
、
そ
し
て
医
療
従
事
者

を
含
む
病
院
で
働
く
す
べ
て
の
職
員

安藤たかお衆議院議員・全日本病院協会猪口雄二会
長との鼎談

徳山医師会病院訪問 山口県医師会訪問

の
人
件
費
等
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。悪

意
の
あ
る
誤
っ
た
認
識
の
報
道

と
し
て
、
診
療
報
酬
は
医
師
の
懐
に

入
る
金
で
あ
る
と
無
責
任
な
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
が
発
信
し
ま
す
が
、
医
療岡山県医師会理事会にて挨拶

大阪府医師会理事会にて挨拶

現
場
の
真
実
、

先
生
方
が
現
場

で
支
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
地
域

医
療
の
現
実
を

知
ら
な
い
が
ゆ

え
の
愚
か
さ
と

感
じ
て
お
り
ま

す
。

コ
ロ
ナ
対
応
だ
け
で
な
く
通
常
の

医
療
に
お
い
て
も
、
地
域
医
療
を
支

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
の
お
声

を
こ
れ
か
ら
も
国
政
へ
届
け
、
医
師

国
会
議
員
と
し
て
の
使
命
と
責
任
を

果
た
し
て
参
り
ま
す
。

群馬県集団接種会場にて執務

が
設
置
さ
れ
、
九
月
十
六
日
に
は
内

閣
官
房
に
「
こ
ど
も
政
策
の
推
進
に

係
る
有
識
者
会
議
」が
立
ち
上
が
り
、

来
年
の
通
常
国
会
に
設
置
法
の
提
出

が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
進
展

が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
に
行
わ
れ
た
自
民
党
総
裁
選

に
際
し
、次
期
総
理
・
総
裁
に
も「
こ

ど
も
庁
」
創
設
と
こ
ど
も
政
策
の
充

実
を
力
強
く
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
九
月
二
十
二
日

に
四
人
の
総
裁
候
補
全
員
に
お
声
が

け
を
し
て
「
こ
ど
も
政
策
公
開
討
論

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
出
席

の
河
野
太
郎
候
補
、
岸
田
候
補
、
野

田
聖
子
候
補
と
、
ビ
デ
オ
出
演
に
よ

る
高
市
早
苗
候
補
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
こ

ど
も
政
策
へ
の
所
見
を
表
明
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
事
前
に
質
問
項
目
を
お

伝
え
し
て
マ
ル
バ
ツ
で
回
答
い
た
だ

く
形
式
で
実
施
し
た
質
疑
で
は
、「
こ

ど
も
に
関
す
る
予
算
、
家
族
関
係
支

出
を
倍
増
す
べ
き
で
あ
る
」、「
こ
ど

も
政
策
を
所
管
す
る
専
任
大
臣
を
置

き
、
強
い
権

限
を
与
え
る

べ
き
で
あ

る
」、「
自
民

党
の
地
方
組

織
と
連
携
を

と
っ
て
こ
ど

も
政
策
を
進

め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
」

に
対
し
、
候

補
者
全
員
が

マ
ル
と
回
答

さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
、

「
こ
ど
も
庁
」

創
設
に
つ
い

て
、
平
井
伸
治
全
国
知
事
会
会
長
や

四
百
二
十
七
名
の
自
民
党
地
方
議
会

議
員
に
よ
る
総
裁
候
補
へ
の
要
望
も

あ
り
、
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
、
岸
田
候
補
が
自

民
党
新
総
裁
に
選
出
さ
れ
、
十
月
四

日
に
は
臨
時
国
会
で
第
百
代
内
閣
総

理
大
臣
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

野
田
候
補
が
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策

担
当
大
臣
と
し
て
入
閣
さ
れ
ま
し

た
。
菅
義
偉
政
権
の
も
と
で
大
き
く

進
展
し
て
き
た
「
こ
ど
も
庁
」
創
設

の
議
論
は
、
岸
田
政
権
に
も
し
っ
か

り
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
岸
田

総
理
は
、
十
月
十
二
日
の
衆
議
院
本

会
議
で
、「
子
ど
も
目
線
に
立
ち
、

縦
割
り
を
排
し
た
行
政
を
進
め
て
い

く
想
い
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
」と
、

来
年
の
通
常
国
会
へ
の
関
連
法
案
提

出
を
念
頭
に
進
め
て
い
く
意
向
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

岸
田
総
理
、野
田
大
臣
と
と
も
に
、

「
こ
ど
も
庁
」
設
置
に
向
け
、
鋭
意

邁
進
い
た
し
ま
す
。

9月22日　こども政策公開討論会

（
３
面
よ
り
）


